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平成23年土木学会全国大会開催時に，よりわかりやすい道案内の実現を目的とする交差点記号化標識を，

実験的に会場内に設置して道案内に利用した．本稿では，同実験の概略ならびに同標識に関するアンケー

ト調査結果について報告する． 

交差点記号化標識は，アルファベット1文字の標識であり，アルファベットの名称が付された各交差点

に掲げる．同サイズの名称標識との比較において，アルファベット１文字で構成される同記号化標識は，

視認性に優れかつ弁別性に優れるという長所を兼ね備えており，各交差点に付された記号を地図に掲載す

ることで道案内に利用することが可能となる．そこで，はじめて訪れる参加者が多数存在する学会開催時

の大学キャンパス内に同標識を設置して，学会会場内の道案内に利用するとの実験を行い，学会参加者に

対して記号化標識に関するアンケートを実施した．その結果，記号化標識の存在を認知しない参加者が多

数存在したものの，存在を認識した参加者の9割から，記号化標識の設置によって道案内がわかりやすく

なったとの回答を得た． 
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１．はじめに 

 

記号化標識は，遠方からの高い視認性を長所とする標

識であり，目的地を目指すドライバーに対して右左折を

施す交差点をより直接的に指示するとともに，交差点に

接近するドライバーがより早い段階で指示された交差点

を確信できることによる交通の円滑性・安全性向上を目

的に，現在高知市内41交差点に設置されている．また，

同標識を道案内に活用することで，ドライバーにとどま

らず歩行者にとっても道案内がわかりやすくなることが

期待される． 

そこで，本稿では，歩行者に対する同効果について検

証を行う．具体的には，はじめて訪れる参加者が多数存

在する学会開催時の大学キャンパス内に同標識を設置し

て，学会会場内の道案内に利用する，との実験を行い，

学会参加者に対して記号化標識に関するアンケートを実

施した． 

 

２．記号化標識 

 

記号化標識は，各交差点に付されたアルファベット１

文字の名称を記載し，同標識を交差点に掲げる（図-1）．

既存の主要地点名標識（図-2）と比較して，アルファベ

ット1文字で構成される記号化標識は，小さなサイズに

もかかわらず視認性に優れかつ弁別性に優れるという長

所を兼ね備えている．このため，各交差点に付された記

号を地図に掲載し道案内に利用すること，あるいはカー

ナビによる経路誘導時に利用することで交差点接近時の

ドライバーがより早い段階で前方交差点における進行方

向を確信することができ，交通の安全性・円滑性が向上

すると期待される．さらに，漢字など既存の文字標識に

不慣れな外国人も判読可能となり，案内標識のユニバー

サル化にも寄与すると考えられる． 

目的地までの経路誘導は，曲がるべき交差点とそこで

の進行方向を指示することが基本であることから，案内

標識には「経路誘導」と「位置同定」の2つの機能を具

備することが求められる．前者は次に進む方向を示すこ

とを目的とし，その代表は交差点の手前に置かれる交差

点案内標識（図-3），対する後者は地点（交差点）その

ものがどこであるのかを示すことを目的とし，その代表 
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図-1 高知市内における記号化標識設置の例 

 

 

図-2 主要地点名標識の例 

 

  

図-3 交差点案内標識の例 

 

は主要地点名標識である．しかしながら，交差点案内標

識には標識が指し示している交差点に関する情報が無い

ため，交差点直近に掲げられているとはいえ連続して複

数の交差点が存在するような場合など，交差点案内標識

がいずれの交差点を指し示しているのかについてわかり

にくい状況が散見される．一方の主要地点名標識は位置

同定機能に特化しており，複雑な形をした複数の記号

（漢字・かななど）が並べられているため，遠方からの

判読性が低くなっており，多くの場合交差点直近まで判

読することができない．そのため，同標識を確認するこ

とで曲がるべき交差点であるかどうかを判断しようとし

た場合には，直進すべき交差点であるにもかかわらず低

速走行を行う，あるいは交差点直前で曲がるべき交差点

であると気付いて急減速するといった交通の安全性・円

滑性を損ねる行動が引き起こされやすいと考えられ，先

行研究1)において，記号化標識設置が交差点接近時の不

要な低速走行の回避効果ならびに交差点付近での急減速

機会減少効果を有することが示されている．また，カー

ナビによる経路誘導時に関しても，米澤ら2)が実車実験

を実施し，記号化標識の設置が運転者のカーナビ画面注

視機会を激減させる効果のあることを示している． 

 

３． 歩行者に対する記号化標識設置実験 

 

 
図-4 記号化標識 

 

 
図-5 会場案内図 

 

 
図-6 記号化標識設置の例 

 

 

本稿では，歩行者に対する記号化標識設置効果の評価

を目的に，広大な敷地を有するイベント会場に記号化標

識を設置する実験を行った．具体的には，平成23年9月7

日～9日に開催された平成23年度土木学会全国大会会場，

愛媛大学城北キャンパス内18 交差点に記号化標識（図-
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4）を設置し，各交差点に設置したアルファベット記号

を参加者に配布した会場案内図（図-5）に記した．図-6

に設置例を示す． 

 

４． 記号化標識の設置効果 

 

4.1 アンケート調査 

 

学会参加者に対して，無作為に抽出したセッションの

参加者を対象にアンケート用紙（図-7）を配布し，セッ

ション終了後に会場入り口で回収した．アンケート配布

枚数は210，有効回答数120であった．なお，同大会期間

中は記号化標識を「ココ！マーク 愛媛univ.」と命名し

たため，以下記号化標識をココマークと記する． 

 

4.2 アンケート結果 

 

(1) アンケート回答者 

アンケート回答者の属性を表-1に示す．回答者の約2/3

が20代の学生，39才以下の会社員であった．また，回答

者のうち89名（74%）が会場である愛媛大学をはじめて

訪れた人であった． 

 

(2) 移動の際に参考にしたもの 

 表-2には，複数回答可で「学会会場内移動の際に参考 

 
図-7 アンケート用紙 

表-1 回答者の属性 

年齢 教員 学生 公務員 会社員 その他 計

-29 1 34 2 19 0 56

30-39 2 0 0 25 2 29

40-49 5 0 2 9 0 16

50-59 4 0 0 8 0 12

60- 4 0 0 2 1 7

計 16 34 4 63 3 120  
 

表-2 移動の際に参考にしたもの 
年齢 会場案内図 会場案内板 会場配置図 ココ！マーク その他 計

-29 37 30 17 9 0 94

30-39 16 15 7 5 0 43

40-49 14 7 7 3 0 31

50-59 10 7 8 2 0 27

60- 5 6 4 3 1 19

計 82 65 43 22 1 214  
 

表-3 経路がわかりやすくなるか 

年齢
大変わかり

やすくなる

わかりやすく

なる

あまり

思わない
思わない 計

-29 8 34 8 2 52

30-39 4 17 3 2 26

40-49 5 9 0 1 15

50-59 2 5 4 1 12

60- 2 2 1 0 5

計 21 67 16 6 110  
 

表-4 経路がわかりやすくなるか（ココマーク利用者） 

年齢
大変わかり
やすくなる

わかりやすく
なる

あまり
思わない

思わない 計

-29 4 4 1 0 9

30-39 2 3 0 0 5

40-49 3 0 0 0 3

50-59 1 1 0 0 2

60- 1 0 1 0 2

計 11 8 2 0 21  

 

にしたもの」に対する，年齢別の回答結果を示す．ココ

マークを利用した回答者は22名にとどまった．なお，自

由回答の記述において，10名の回答者がココマークの存

在に気づかなかったと回答した．このことから，パンフ

レットや会場内の案内地図へ掲載して記号化標識に関す

る周知を図ったものの，十分に参加者にその存在を認識

されるには至らなかった可能性があり，今後は，適切な

周知の方法を考える必要があるといえよう．なお，ココ

マーク利用者の割合に年齢別の差はほとんど認められな

かったが，他の案内物の利用も含めて60才以上の回答者

による利用割合が大きいとの結果が得られた． 

 

(3) 記号化標識の設置効果 

 表-3には，「ココ！マークを利用することで，キャン

パス内移動時の経路がわかりやすくなると思われます

か？」との設問に対する回答結果を示す．約7割の参加

者がココマークの設置によって経路がわかりやすくなる

と回答した．表-4には，同回答のうち問2でココマーク

を参考にしたと回答した回答者による回答結果を示す．

「大変わかりやすくなると思う」と「多少わかりやすく

なると思う」を合わせて9割以上の回答者がココマーク

の設置により経路がわかりやすくなると回答した． 
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５．おわりに 

 

 本稿では，平成23年度土木学会全国大会開催時の愛媛

大学城北キャンパス内18 交差点に記号化標識を設置す

る実験を行い，学会参加者に対するアンケート調査を実

施して，記号化標識の設置効果を調べた．その結果，記

号化標識の存在に気づかない参加者が多数存在しており，

その周知方法に課題を残した．また，「ココ！マークを

利用することで，キャンパス内移動時の経路がわかりや

すくなると思われますか？」との設問に対しては，回答

者の7割から設置効果に肯定的な回答を得た．今後は，

周知を徹底した上で，新たな実験を行い，歩行者に対す

る記号化標識設置効果の把握を行いたい． 
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